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・
森
　
市
左
衛
門
（
杉
目
）

・
田
中
　
義
一
（
相
馬
市
）

・
荒
　
　
修
一
（
作
田
）

・
佐
々
木
敏
則
（
木
崎
）

・
加
藤
　
勝
男
（
杉
目
）

・
高
木
　
孝
一
（
藤
崎
）

・
小
泉
　
俊
明
（
新
地
町
）

・
寺
島
　
春
見
（
大
戸
浜
）

・
吉
村
　
光
昭
（
埒
浜
）

・
菅
野
　
　
宥
（
藤
崎
）

功
労
者
表
彰

昭
和
57
年
９
月
26
日
か
ら
平
成

14
年
９
月
25
日
ま
で
町
長
と
し
て

５
期
20
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

卓
越
し
た
業
績
を
あ
げ
、
こ
の
間
、

相
馬
地
方
市
町
村
会
長
、
相
馬
地

方
町
村
会
長
、
県
町
村
会
副
会

長
、
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合

会
副
会
長
な
ど
数
々
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
町
政
の
振
興
と
地
方
自

治
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
５
月
か
ら
15
年
の
永

き
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
役
員

を
務
め
、
平
成
５
年
５
月
か
ら
平

成
８
年
２
月
ま
で
は
新
地
町
農
業

昭
和
62
年
７
月
か
ら
15
年
の
永

き
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
を
務

め
、
平
成
８
年
７
月
か
ら
平
成
11

年
７
月
ま
で
会
長
職
務
代
理
者
、

平
成
11
年
７
月
か
ら
農
業
委
員
会

会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
地
域
農
業

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
39
年
７
月
か
ら
平
成
４
年

３
月
ま
で
の
27
年
９
月
に
わ
た
り

新
地
町
職
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

新
地
公
民
館
長
、
保
健
環
境
課
長

昭
和
38
年
10
月
か
ら
平
成
14

年
３
月
ま
で
の
38
年
６
月
の
永

き
に
わ
た
り
新
地
町
職
員
と
し

て
勤
務
さ
れ
、
町
民
課
長
、
農

地
整
備
課
長
、
健
康
福
祉
課
長

を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
町
政
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

感

謝

状

・
飯
土
井
常
雄
（
今
神
）

・
林
　
　
一
郎
（
新
地
町
）

・
平
成
14
年
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

夏
祭
り
入
館
者
一
同

・
株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
不
動
産

・
小
泉
　
　
淑
（
新
地
町
）

・
神
田
　
睦
子
（
新
地
町
）

・
加
藤
　
　
武
（
上
真
弓
）

・
伊
藤
サ
タ
子
（
釣
師
）

・
吉
村
　
光
昭
（
埒
浜
）

・
荒
　
　
勝
裕
（
木
崎
）

・
千
葉
　
勢
夫
（
新
地
町
）

・
高
橋
　
久
子
（
小
川
）

・
平
　
　
豊
美
（
釣
師
）

昨
年
度
の
全
国
山
林
苗
畑
品
評

会
で
、川
上
高
夫
さ
ん（
53
歳
）が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
川
上
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か

ら
家
業
の
苗
木
生
産
に
従
事
し
、徹

底
し
た
機
械
化
に
よ
る
効
率
化
と

育
苗
技
術
の
研
究
に
取
り
組
む
模

範
的
経
営
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
東
北
・
北
海

道
で
は
１
人
、
県
内
で
は
20
年
ぶ

り
と
な
り
、
20
年
前
の
受
賞
者
が

父
、
進
さ
ん
。
親
子
２
代
に
わ
た

る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
川
上
さ

ん
は
「
息
子
（
敦
史
さ
ん
・
17
歳
）

も
家
業
を
継
ぎ
た
い
と
話
し
て
お

り
、
20
年
後
、
こ
の
賞
を
と
れ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

水
産
統
計
情
報
協
力
者
と
し
て
、
寺
島
英
明
さ
ん
（
52
歳
）
が
農

林
水
産
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

寺
島
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
平
成
11
年
ま
で
水
産
統
計
情
報
協

力
者
と
し
て
、
平
成
11
年
か
ら
は
水
産
統
計
調
査
員
と
し
て
、
さ
ら

に
、
平
成
４
年
か
ら
水
産
物
流

通
形
態
別
調
査
補
助
員
、
平

成
13
年
か
ら
年
間
市
場
価
格

調
査
員
と
し
て
、
通
算
21
年
の

永
き
に
わ
た
り
調
査
・
情
報
提

供
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。民

生
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
積
極
的
に
尽
力
さ

れ
た
と
し
て
、
林
秀
一
さ
ん
（
68
歳
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
林
さ
ん
は
、
昭
和
52

年
か
ら
現
在
ま
で
の
25
年
間
民

生
・
児
童
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
民
生
児
童
委
員
会
会
長
・

社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
等
を

歴
任
、
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら

し
の
老
人
、
高
齢
者
夫
婦
の
世

帯
な
ど
に
積
極
的
に
訪
問
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▲前列左から 渡部入さん、荒昭悦さん、加藤町長、荒和英夫人、目黒清明さん、佐藤功さん

後列左から 渡部入夫人、荒昭悦夫人、荒正治さん（荒和英さんの長男）、目黒清明夫人、佐藤功夫人

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
、
平

成
13
年
６
月
か
ら
、
そ
う
ま
農
業

協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
と
し

て
活
躍
さ
れ
、
地
域
農
業
の
振
興

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

を
務
め
、
平
成
４
年
４
月
か
ら
平

成
14
年
３
月
ま
で
10
年
間
に
わ
た

り
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

・
相
双
信
用
組
合

・
桜
井
設
備
工
業
株
式
会
社

・
旭
電
化
工
業
株
式
会
社
相
馬
工
場

・
後
藤
　
一
茂
（
富
倉
）

・
千
田
　
喜
雄
（
菅
谷
）

・
目
黒
　
　
男
（
小
川
）

・
菅
野
　
幹
雄
（
今
泉
）

・
目
黒
　
和
茂
（
木
崎
）

・
阿
部
　
廣
光
（
小
川
）

・
早
川
　
幸
雄
（
相
模
原
市
）

・
菊
地
ト
モ
ヱ
（
岡
）

・
菊
地
　
邦
男
（
岡
）

・
林
　
　
庄
吉
（
大
山
田
）

・
有
限
会
社
ラ
イ
ト
印
刷

・
小
泉
　
一
雄
（
今
泉
）

・
自
治
労
新
地
町
職
員
労
働
組
合

・
新
地
町
役
場
管
理
職
一
同

・
橋
本
　
正
純
（
藤
崎
）

・
森
　
市
左
衛
門
（
杉
目
）

・
荒
　
　
愛
子
（
作
田
）

町
長
と
し
て
５
期
20
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
公
務

に
従
事
さ
れ
、
地
方
自
治
の

発
展
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
と

し
て
、
10
月
に
総
務
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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「
町
文
化
祭
」
が
11
月
２
日
、

３
日
に
「
第
16
回
ふ
る
さ
と
産
業

ま
つ
り
」「
健
康
福
祉
ま
つ
り
」「
図

書
館
ま
つ
り
」「
保
育
展
」
が
11
月

９
日
、
10
日
に
役
場
駐
車
場
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
で
行
わ
れ
、
大
勢

の
町
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
、
芸
能
発
表
会
や
囲

碁
将
棋
大
会
、
書
道
・
盆
栽
等
の
作

品
展
示
な
ど
が
、
ふ
る
さ
と
産
業
ま

つ
り
で
は
、朝
市
会
や
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
、

漁
協
、
商
工
会
、
特
産
品
振
興
協
議

会
、
地
元
企
業
ら
が
出
店
し
産
品
を

直
売
。
ま
た
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演

奏
や
サ
ン
マ
の
つ
か
み
取
り
、
納
豆

早
食
い
競
争
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

特
産
品
の
無
料
配
布
な
ど
盛
り
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
福
祉
ま
つ
り
で
は
、
健
康

優
良
者
の
表
彰
や
体
力
測
定
、
高

齢
者
作
品
展
、
健
康
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
の
展
示
な
ど
が
、
図
書
館
ま

つ
り
で
は
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
の

英
会
話
、
大
型
絵
本
の
展
示
や
読

み
聞
か
せ
、
パ
ソ
コ
ン
体
験
な
ど

が
、
保
育
展
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

絵
・
写
真
展
示
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー

ム
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
目
白
押
し
！

多
く
の
町
民
で
賑
わ
う

▲初参加の尚英中吹奏楽部（文化祭）

▲囲碁・将棋大会（文化祭） ▲盆栽・俳句などの各種作品展示（文化祭）

▲特産品の販売（産業まつり）

▲もちつき大会（産業まつり）
▲白熱の綱引き大会（産業まつり） ▲自衛隊音楽隊による演奏（産業まつり）

▲高齢者作品展（健康福祉まつり） ▲試食コーナー（健康福祉まつり） ▲健康優良者表彰（健康福祉まつり）

▲みんな一緒におどってね（保育展）

▲絵本の読み聞かせ（図書館まつり）▲パソコン体験コーナー（図書館まつり）

�
デ
ィ
ビ
ッ
ト
先
生
の
英

会
話
（
図
書
館
ま
つ
り
）

▲芸能発表会（文化祭）
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市
町
村
合
併
と
は
、
い
く
つ

か
の
市
町
村
が
一
緒
に
な
っ
て

新
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
「
新
設

合
併
」
と
、
１
つ
の
ま
ち
に
近

隣
の
市
町
村
が
編
入
し
て
１
つ

の
ま
ち
に
な
る
「
編
入
合
併
」

が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
と
は
？

な
ぜ
、市
町
村
合
併
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
？

交
通
や
通
信
網
が
発
達
し
た
現

代
。
市
町
村
の
区
域
に
つ
い
て
も
、

住
民
の
生
活
圏
や
経
済
活
動
範
囲

な
ど
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
見
直

し
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
の
価
値
観
の
多
様
化
、
技
術

革
新
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
専
門

的
・
高
度
な
能
力
を
有
す
る
職
員
の

育
成
・
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
に
は
、
保
育
対
策
や
在
宅

福
祉
の
充
実
、
福
祉
施
設
の
整
備
、

介
護
保
険
の
導
入
に
伴
う
事
務
等

に
お
い
て
、
広
域
的
な
行
政
の
取

組
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
や
地
方
と
も
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、地
方
分
権
を
推
進
し
、

市
町
村
が
充
実
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
う
た
め
に
は
、
行
財
政

基
盤
の
強
化
と
効
率
的
な
行
財
政
の

運
営
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
広
域
的
視
点
に
立
っ
た
道
路
の

整
備
、
土
地
利
用
、
環
境
問
題
、

災
害
対
策
へ
の
よ
り
効
果
的
な
町

づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

�
広
域
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
の
場

所
で
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
公
共
施

設
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

�
こ
れ
ま
で
十
分
に
確
保
で
き
な

か
っ
た
、
専
任
の
職
員
や
特
殊
技

術
を
持
つ
職
員
の
配
置
な
ど
、
専

門
的
か
つ
高
度
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

�
行
政
組
織
の
合
理
化
に
よ
り
、

行
政
経
費
が
削
減
さ
れ
、公
共
施

設
の
配
置
を
調
整
す
る
こ
と
で
類

似
施
設
を
重
複
し
て
建
設
す
る

よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
ま
す
。

①
中
心
部
だ
け
が
発
展
し
、
周
辺

部
が
さ
び
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

②
庁
舎
や
公
共
施
設
が
遠
く
な
り

利
用
し
に
く
く
な
る
。

③
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な

り
、
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
な
く
な
る
。

④
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
な

ど
へ
の
愛
着
が
薄
れ
、
地
域
の
連

帯
が
と
り
づ
ら
く
な
る
。

現
在
、
相
馬
地
方
の
６
市
町

村
（
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
構
成
）
の
職
員
で「
相
馬
地

方
市
町
村
合
併
勉
強
会
」
を
組

織
し
、
行
財
政
の
現
状
調
査
や

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
研
究
・
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
去
る
11
月
29
日
に
６

市
町
村
首
長
で
組
織
す
る
管
理

者
会
に
中
間
報
告
を
し
ま
し
た
。

管
理
者
会
で
は
、
各
６
市
町

村
の
首
長
・
議
会
代
表
・
住
民

代
表
の
あ
わ
せ
て
18
人
で
構
成

す
る
任
意
の
協
議
会
を
組
織
し

て
、
住
民
に
情
報
を
広
く
公
開

し
な
が
ら
多
方
面
か
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�役
場
企
画
振
興
課

（
�
�
２
１
１
２
）

最 近 の合 併 状 況

平成04年03月03日 茨城県水戸市（水戸市、常澄村）
平成04年04月01日 岩手県盛岡市（盛岡市、都南村）
平成05年07月01日 長野県飯田市（飯田市、上郷町）
平成06年11月01日 茨城県ひたちなか市（勝田市、那珂湊市）
平成07年09月01日 茨城県鹿嶋市（大野村、鹿島町）
平成07年09月01日 東京都あきる野市（秋川市、五日市町）
平成11年04月01日 兵庫県篠山市（篠山町、西紀町、丹南町、今田町）
平成13年01月01日 新潟県新潟市（新潟市、黒埼町）
平成13年01月21日 東京都西東京市（田無市、保谷市）
平成13年04月01日 茨城県潮来市（潮来町、牛堀町）
平成13年05月01日 埼玉県さいたま市（浦和市、大宮市、与野市）
平成13年11月15日 岩手県大船渡市（大船渡市、三陸町）
平成14年04月01日 香川県さぬき市

（津田町、大川町、志度町、寒川町、長尾町）

農
業
・
農
村
が
持
続
的
に
発

展
す
る
た
め
に
は
、
経
営
感
覚

に
優
れ
た
効
率
的
か
つ
安
定
的

な
農
業
経
営
を
目
指
し
、
自
己

の
農
業
経
営
を
積
極
的
に
改
善

す
る
認
定
農
業
者
の
確
保
・
育

成
と
、
認
定
農
業
者
へ
の
農
用

地
の
利
用
集
積
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

町
で
は
県
に
準
じ
、
12
月
を

促
進
月
間
と
し
て
、
役
場
農
林

水
産
課
や
町
農
業
委
員
会
等
で

構
成
す
る
町
農
業
経
営
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
次
の

２
つ
を
柱
に
促
進
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

各
集
落
に
２
名
以
上
の
認
定
農

業
者
の
確
保
・
育
成

利
用
権
設
定
率
１
％
ア
ッ
プ

期
間
中
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し

や
相
談
指
導
活
動
、
農
業
委
員
に

よ
る
訪
問
相
談
活
動(

１
・
１
・
１

運
動)

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

農
業
経
営
の
改
善
に
意
欲
が
あ

る
農
業
者
の
方
や
、離
農
に
よ
る

農
地
の
貸
し
出
し
等
を
考
え
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
農
業
委
員
が

出
し
手(

貸
し
手)

と
、
受
け
手(

借

り
手)

の
意
向
に
基
づ
く
調
整
の
う

え
、
結
び
付
け
に
よ
り
利
用
権
を

設
定
し
ま
す
。

�町
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

事
務
局（
役
場
農
林
水
産
課
内
）

（
�
�
２
１
９
４)

町
で
は
遊
休
桑
園
を
一
掃
し
、

農
用
地
の
利
用
集
積
を
促
進
す

る
た
め
、
遊
休
桑
園
を
抜
根
整

備
し
、
抜
根
跡
に
作
付
す
る
こ

と
を
条
件
に
、
今
年
度
末
ま
で

補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

農
用
地
の
荒
廃
防
止
・
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�役
場
農
林
水
産
課(

�
�
２
１
９
４)

育
て
よ
う
！
　
認
定
農
業
者

進
め
よ
う
！
　
農
地
流
動
化

平成15年度版農業日誌・ファミリー日誌
・新農家暦

・農業日誌 １，４００円
・ファミリー日誌 １，４００円
・新農家暦 ４６０円
� 12月13日�
�
役場農林水産課（��２１９４）
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平成14年度の町民野球大会が10月27日、町民野
球場と新地高校グラウンドを会場に６チームが参加
して行われました。
大会は、トーナメント方式で行われ、投打がかみ
合ったジャパニーズが優勝し、リーグ戦と合わせて
２冠を達成しました。成績は次のとおりです。
�優勝・ジャパニーズ、２位・ペディグリー

平成14年度「町民野球大会」
ジャパニーズ優勝！

第11回町民バレーボール大会が11月23日、町
総合体育館で行われ、町民ら約２００人が参加
して熱戦を繰り広げました。
地区対抗で行われた大会には14チームが参加、
Ａ・Ｂ両ブロックに分かれて、予選リーグ、決
勝トーナメントを戦いました。成績は次のとおり
です。
�Ａブロック優勝・第15行政区Ａ
�Ｂブロック優勝 ･第13行政区

14チームが熱戦
町民バレーボール大会

相馬地方広域市町村圏組合消防本部主催の「自
主防災組織推進大会」が11月10日、原町市スポーツ
センターで開催され、関係する市町村民約1,000人
が参加して自主防災の推進を誓いました。
町では、平成14年３月から各地区ごとに自主防災
組織の結成に取り組み、１００％の組織化を目指
しています。

安全で安心な地域社会づくりをめざして

「相馬地方自主防災組織推進大会」

計画の見直しを進めていた「新地町国土利用計
画」の素案がこのほどまとまり、町総合計画審議
会（桑折篤次会長）に諮問しました。
審議会では慎重に審議した結果、地域の均衡ある
発展、快適な生活環境の確保などの意見を付け加え
て、原案どおりとする答申をしました。町では答申
を受け、12月定例議会に議案を提出する予定です。

新地町国土利用計画（案）
町総合計画審議会へ諮問

慎重審議のうえ町に答申

町

の
話

題

常
磐
自
動
車
道
の
早
期
全
線

供
用
を
求
め
る
「
常
磐
自
動
車

道
建
設
促
進
・
新
地
大
会
」
が

11
月
４
日
、
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

常
磐
自
動
車
道
建
設
促
進
・

新
地
大
会
は
、
新
地
町
商
工
会

や
新
地
漁
協
、
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新

地
総
合
支
店
な
ど
で
組
織
し
た

「
新
地
町
常
磐
自
動
車
道
の
建
設

促
進
を
求
め
る
会
（
会
長
後
藤

顯
一
町
商
工
会
長
）」
が
主
催
し

て
、
町
民
や
関
係
者
な
ど
約
７

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

新
地
大
会
で
は
、
後
藤
会
長

や
加
藤
町
長
、
来
賓
の
国
土
交

通
大
臣
政
務
官
岩
城
光
英
参
議

院
議
員
な
ど
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
福
島
大
学
行
政
社
会
学
部

の
鈴
木
浩
教
授
が
「
広
域
連
携

と
地
域
再
生
」
と
題
し
て
講
演

を
行
い
、
地
域
社
会
再
生
へ
の

地
方
の
合
意
形
成
な
ど
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
意
見
発

表
で
は
、
町
内
の
小
中
学
生
や

各
団
体
な
ど
の
代
表
者
８
人
が

「
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
く
の
が

便
利
」「
町
に
多
く
の
人
が
来
て

賑
わ
う
」「
町
が
発
展
す
る
」「
物

流
は
高
速
道
路
が
な
い
と
不
利
」

「
全
線
開
通
し
な
け
れ
ば
利
用
価

値
が
半
減
」
な
ど
と
常
磐
自
動

車
道
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

・
斎
藤
理
子
（
福
田
小
６
年
）

・
寺
島
佳
澄
（
新
地
小
６
年
）

・
斎
藤
真
理
子（
駒
ヶ
嶺
小
６
年
）

・
森
さ
お
り
（
尚
英
中
２
年
）

・
加
藤
真
久

（
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
新
地
総
合
支
店
）

・
宍
戸
時
子
（
新
地
漁
協
）

・
遣
水
進
一
（
新
地
町
商
工
会
）

・
荒
　
達
也

（
相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
）

最
後
に
、
大
会
決
議
を
採
択

し
、
後
藤
会
長
が
常
磐
道
全
線

供
用
実
現
を
求
め
る
要
望
書
を

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

の
浜
口
局
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
１
月
１
日
�

午
前
６
時

鹿
狼
山
登
山
口

☆
参
加
者
に
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

�鹿
狼
山
元
旦
登
山
実
行
委
員
会

（
役
場
企
画
振
興
課

�
�
２
１
１
２
）

平
成
15
年
１
月
１
日
�

午
前
５
時

釣
師
浜
海
水
浴
場

☆
参
加
者
に
甘
酒
サ
ー
ビ
ス

�釣
師
の
浜
を
き
れ
い
に
す
る
会

会
長
伊
藤
和
雄（
�
�
２
１
５
２
）

常
磐
自
動
車
道
建
設
促
進
・
新
地
大
会

早
期
の
全
線
供
用
実
現
を
求
め
る

�

意
見
発
表
を
行
っ
た
寺
島
佳
澄
さ
ん
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は休館日

・
盗
ん
で
、
聞
い
て

赤
川
次
郎

淳
一
の
仕
事
は
泥
棒
、
そ
の
妻

真
弓
は
警
視
庁
の
敏
腕
刑
事
。
異

色
の
コ
ン
ビ
は
、
殺
人
事
件
の
目

撃
者
に
な
っ
て
命
を
狙
わ
れ
る
女

子
中
学
生
、
風
見
涼
を
か
く
ま
う

こ
と
に
・
・
・
。
２
人
は
風
見
一

家
を
魔
の
手
か
ら
守
れ
る
か
。

●
一
般
書

●
児
童
書

大
好
き
！
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ
キ
ン
グ

７
日
�

各
保
育
所

10
日
�

浜
保
育
所

11
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

12
日
�

新
地
保
育
所

13
日
�

福
田
保
育
所

11
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

20
日
�

新
地
保
育
所

浜
保
育
所

25
日
�

福
田
保
育
所

18
日
�

各
保
育
所

こ
の
他
に
、
新
地
保
育
所

で
は
、
中
学
生
と
の
交
流
会

や
高
校
生
と
の
交
流
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

「
う
わ
ー
す
ご
ー
い
！
先
生
、

今
日
は
何
を
食
べ
て
も
い
い
ん
だ

よ
ね
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
も
い
い

ん
だ
よ
ね
」

「
そ
う
よ
、
た
く
さ
ん
食
べ
よ

う
ね
」

「
い
た
だ
き
ま
ー
す
」

こ
ん
な
会
話
の
始
ま
り
か
ら
30

分
後
に
は
、「
先
生
、
も
う
お
腹

い
っ
ぱ
い
で
食
べ
ら
れ
な
い
」
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
「
バ
イ
キ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
」
の
様
子
で
す
。

新
地
保
育
所
で
は
、
12
月
の

行
事
に
毎
年
「
ク
リ
ス
マ
ス
誕
生

会
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は

大
き
な
も
み
の
木
に
年
長
組
で
つ

く
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
飾
り
、
ケ
ー

キ
と
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
を
並
べ
ま
し

た
。

が
ん
予
防

●
ビ
デ
オ

・
お
ば
け
マ
ン
シ
ョ
ン
／
ぼ
く
の

お
へ
そ
／
こ
だ
ぬ
き
の
お
ね
が

い
／
新
レ
イ
ン
ボ
ー
方
言
辞
典

・
学
校
（
Ⅰ
〜
Ⅲ
）

・
ロ
ー
ジ
ー
の
お
さ
ん
ぽ

・
子
ど
も
が
育
つ
地
域
社
会

佐
藤
一
子

い
ま
、
大
人
た
ち
は
子
ど
も
と

ど
う
向
き
合
う
か
。
子
育
て
困
難

か
ら
共
同
の
子
育
て
へ
、
学
校
と

地
域
社
会
の
協
働
へ
、
大
人
と

子
ど
も
が
共
同
し
参
画
す
る
新
し

い
地
域
社
会
を
構
想
す
る
。

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

・
こ
と
し
は
筆
で
年
賀
状
／
学

童
ほ
い
く
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
／
オ

レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
お
菓
子
教
室
／
ハ

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
謎
へ
の
旅

●
Ｃ
Ｄ

・Iam
w
ith
you

東
儀
秀
樹

・
三
日
月
ロ
ッ
ク

ス
ピ
ッ
ツ

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

歴
史
の
で
き
ご
と
を
書
い
た
マ
ン

ガ
本
で
種
類
は
徳
川
家
康
な
ど
、
40

人
く
ら
い
の
人
の
お
話
で
す
。
こ
の

シ
リ
ー
ズ
を
読
み
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
テ
レ
ビ
で
徳
川
家
康
に
興
味
を

持
っ
た
か
ら
で
す
。
と
て
も
読
み
や

す
く
面
白
い
の
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
紹
介
者
】

新
地
小
４
年
　
小
泉
真
里
奈
さ
ん

��

��

「
世
界
の
伝
記
」

依
然
、
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
「
が
ん
」。

が
ん
は
無
症
状
で
進
行
し
、
気

づ
い
た
時
に
は
ず
い
ぶ
ん
進
行
し

て
い
る
と
い
う
病
気
で
す
。
し
か

し
、
が
ん
の
治
療
は
日
進
月
歩
。

現
在
で
は
胃
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
な
ど
は
早
期
に
発
見
し
治

療
す
れ
ば
完
治
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
改
善

と
検
診
の
受
診
が
、
が
ん
予
防
の

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

①
一
次
予
防（
が
ん
を
つ
く
ら
せ
な
い
）

が
ん
の
誘
因
と
な
る
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

喫
煙
や
多
量
飲
酒
、
動
物
性
脂
肪

の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
緑
黄
色

野
菜
や
食
物
繊
維
な
ど
を
意
識
し

て
食
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

②
二
次
予
防(

が
ん
を
早
期
発
見)

二
次
予
防
は
、
が
ん
の
早
期

発
見
に
役
立
つ
定
期
検
診
の
受

診
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
が
ん

を
発
見
し
、
治
療
を
開
始
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

③
三
次
予
防(

が
ん
を
早
期
治
療)

が
ん
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
一
刻

も
早
く
治
療
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
少
し
で
も
症
状
の
軽
い
う

ち
に
治
療
す
る
こ
と
が
、
命
を
守

る
最
大
の
予
防
策
で
す
。

町
で
は
、
12
月
〜
２
月
に
か
け

て
各
地
区
公
会
堂
で
「
が
ん
予
防

に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
健
康

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
が
ん
に

な
ら
な
い
生
活
習
慣
に
つ
い
て
皆

さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

It’s that time of year
again. Time to send out
the many Nengajo. In
America we don’t send
Nengajo cards. Instead
we send Christmas cards
to our family and friends.
Christmas cards are very similar to Nengajo. We tell
our friends and family how the year has been and wish
them a Merry Christmas and a Happy New Year.
After we receive a Christmas card we put them on dis-
play in the house usually near the Christmas tree.
Some Nengajo have special numbers that people
can use to win the lottery. But Christmas cards don’t
have any lottery numbers. All Nengajo arrive on the
same day, January 1st. I wouldn’t want to work for the
post office on this day. In America we usually send out
our Christmas cards sometime after Thanksgiving
Day in late November. That way family and friends
will receive them sometime before Christmas Day on
December 25th
Because I’m living in Japan I practice some Japan-
ese customs. Instead of Christmas cards I send Nengajo
to my family and friends in America. They think it’s
interesting to receive a Japanese New Year’s card.
Well, to everyone in Shinchi Town

Have a Merry Christmas and a Happy New Year!

（和訳は15ページ）

読
み
聞
か
せ
や
親
子
ク
リ
ス
マ

ス
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
事
前
に
町
図
書

館
（
�
�
５
０
３
１
）
ま
で
。

保
育
士
「
お
肉
と
レ
タ
ス
と
ト
マ

ト
は
セ
ッ
ト
だ
よ
」

こ
れ
を
聞
い
て
子
ど
も
た
ち

は
、
大
好
き
な
お
肉
に
レ
タ
ス
と

ト
マ
ト
を
添
え
て
食
べ
て
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
さ
り
げ
な
い

励
ま
し
で
苦
手
な
も
の
も
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
家
庭
で
も
そ
ん
な
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

も
う
す
ぐ
「
ク
リ
ス
マ
ス
誕
生

会
」
で
す
。
今
年
は
ど
ん
な
バ
イ

キ
ン
グ
に
し
よ
う
か
な
？

�
ご
ち
そ
う
が
い
っ
ぱ
い
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
誕
生
会
」

・
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
１
０
１

テ
レ
ビ
放
送
で
人
気
を
博
し
た

ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
の
総
集

編
。
こ
れ
ま
で
放
送
さ
れ
た
１
４

０
０
話
以
上
の
中
か
ら
１
０
１

話
を
精
選
。
テ
レ
ビ
の
語
り
口
そ

の
ま
ま
に
楽
し
く
読
め
る
。

・
シ
ー
フ
ー
ド
パ
エ
リ
ア

・
鶏
肉
の
空
揚
げ

・
オ
ー
プ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

・
そ
ば
サ
ラ
ダ

・
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

・
フ
ル
ー
ツ
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト

な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ

ー
で
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

★
メ
ニ
ュ
ー

・
メ
ニ
ュ
ー
が
い
つ
も
よ
り
ず
っ

と
多
い
。

バ
イ
キ
ン
グ
の
良
い
点

・
食
べ
た
い
も
の
を
自
分
で
選
べ
る
。

・
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食

べ
ら
れ
る
。

・
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
な
の
で

ワ
ク
ワ
ク
す
る
。

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
と

て
も
ラ
ッ
キ
ー
な
日
の
よ
う
で
す
。

「
苦
手
な
野
菜
も
食
べ
ち

ゃ
う
」
ヒ
ン
ト

《
鶏
空
揚
げ
の
盛
り
合
せ
》
よ

り

冬
の
お
は
な
し
会

12
月
15
日
�

午
前
10
時
30
分
〜

私のおすすめの
一冊
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ふれ
あいと

創造のまち

� 役場

（子供） （親） （地区）
篤
あつ
志
し

齋藤敬一・照美 中　里

一
かず
樹
き

森屋住男・美代子 新地町

祐
ゆう
希
き

森　文明・恵美子 今　神

楓
ふう
真
ま

小野健一・恵子 小　川

彩
あや
音
ね

大槻正行・由美子 下真弓

結
ゆ
衣
い

松山秀徳・かおり 下真弓

（死亡者） （年齢） （地区）
寺島まゆみ ４４歳 大戸浜
岡田　秀夫 ７４歳 新地町
寺島　ユキ ８９歳 駒　町
佐 ミツエ ８２歳 今　泉
小野　久雄 ８６歳 小　川
阿部　　進 ９４歳 小　川
川上　　進 ７１歳 杉　目
阿部　　　 ７０歳 新地町

（平成１４年１０月２１日～平成１４年１１月２０日届出）

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

昨
年
ま
で
税
の
申
告
は
３
会

場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
駒
ヶ
嶺
公
民
館
）
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か

ら
一
ヵ
所
（
役
場
会
議
室
）
で

行
い
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
１
月

号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
勤
務
の
都
合
で
指
定

日
に
来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、

平
成
15
年
２
月
12
日
か
ら
３
月

17
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
の
夕

方
、
地
区
ご
と
に
申
告
を
受
け
付

け
し
ま
す
。

�
役
場
税
務
課（

�
�
２
１
１
９
）

◎場所は保健センター

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
故
川
上
進
さ
ん
の
ご
意
志
と

し
て
川
上
高
夫
さ
ん
（
杉
目
）

よ
り
30
万
円

・
故
後
藤
實
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
後
藤
一
茂
さ
ん
（
富
倉
）

よ
り
20
万
円
／
故
小
泉
ア
キ
さ

ん
の
ご
意
志
と
し
て
小
泉
一
雄

さ
ん
（
今
泉
）
よ
り
10
万
円
／

旭
電
化
工
業
㈱
相
馬
工
場
よ
り

20
万
円

12
月
29
日
�
、
30
日
�
の
両

日
、
次
の
と
お
り
「
燃
え
る
ご

み
」
を
収
集
し
ま
す
。
各
地
区

ご
と
に
、
定
め
ら
れ
た
時
間
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�

「
火
・
金
」
収
集
日
の
地
区

�

「
月
・
木
」
収
集
日
の
地
区

�
役
場
町
民
課（
�
�
２
１
１
６
）

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
� 12月10日�～１月７日�
�

� 町交通対策協議会（役場町民課��２１１６）

ら
２
千
８
百
円
の
助
成
金
支
給
）

保
健
セ
ン
タ
ー
の
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
記
入
。
申
し
込

み
の
際
は
印
鑑
と
通
帳
を
持
参

く
だ
さ
い
。（
Ｊ
Ａ
及
び
銀
行
に

限
り
ま
す
）

�保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
�
２
０
９
６
）

21
日
　
農
業
委
員
会
定
例
総
会

22
日
　
民
生
児
童
委
員
月
例
会

27
日
　
町
民
野
球
大
会
、
菅
谷
地
区

大
運
動
会

28
日
　
臨
時
議
会

29
日
　
ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
交
付
式

１
日
　
町
功
労
者
表
彰
式
、
庁
議

２
日
　
町
文
化
祭
（
３
日
ま
で
）

３
日
　
高
田
地
区
運
動
会

４
日
　
常
磐
自
動
車
道
建
設
促
進
新
地
大

会
、小
川
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

５
日
　
入
札

６
日
　
ふ
く
し
ま
駅
伝
結
団
式
、
亘
理

町
伊
達
成
実
公
交
流
サ
ミ
ッ
ト

７
日
　
町
総
合
計
画
審
議
会
、
水
道

企
業
団
臨
時
議
会

９
日
　
ふ
る
さ
と
産
業
ま
つ
り
、
健

康
福
祉
ま
つ
り
保
育
展
、
図

書
館
ま
つ
り
（
10
日
ま
で
）

11
日
　
相
馬
港
懇
談
会

13
日
　
入
札

15
日
　
庁
議

17
日
　
ふ
く
し
ま
駅
伝

18
日
　
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会

19
日
　
常
磐
道
建
設
促
進
中
央
要
望

脳
ド
ッ
ク
検
査
は
、
脳
卒
中

や
脳
腫
瘍
な
ど
、
自
覚
症
状
の

な
い
脳
の
病
気
を
早
期
に
発
見

し
治
療
す
る
た
め
の
何
よ
り
の

方
法
で
す
。
特
に
高
血
圧
、
糖

尿
病
の
方
、
家
系
内
に
脳
卒
中

に
な
っ
た
人
が
い
る
方
は
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
立
腺
検
査
は
、
50

歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
か
か
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
前
立

腺
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
に
行
い
ま
す
。

両
検
査
と
も
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

・
40
歳
以
上
の
方
／
15
人

※
過
去
５
年
の
間
に
受
診
さ
れ

た
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ（
脳
血
管
、頸
部
血
管
）

国
立
療
養
所
宮
城
病
院（
日
帰
り
）

４
万
４
千
円

（
町
か
ら
２
万
４
千
円
の
助
成
金

支
給
）

50
歳
〜
69
歳
の
男
性
／
15
人

血
液
検
査

公
立
相
馬
総
合
病
院
（
日
帰
り
）

５
千
円
（
町
か

山
林
等
の
木
を
伐
採
す
る
場

合
は
、
伐
採
予
定
の
30
日
前
ま

で
に
町
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
伐
採
後
地
を
土
取
場
等

に
使
用
す
る
場
合
は
、
伐
採
届

の
ほ
か
に
県
に
林
地
開
発
行
為

の
届
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

森
林
が
地
球
環
境
に
良
い
働
き

を
さ
せ
る
た
め
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

�役
場
農
林
水
産
課
（
�
�
２
１
９
４
）

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統

計
調
査
を
行
い
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
そ

の
活
動
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

12
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
昨
年
ま
で
実
施
し
て

い
た
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
は
、
今
年
か
ら
中
止
に
な
り

ま
し
た
。

�役
場
企
画
振
興
課（
�
�
２
１
１
２
）

過
年
度
及
び
現
年
度
の
保
険

料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
を

対
象
に
、
納
付
相
談
及
び
年
金

相
談
を
行
い
ま
す
。

12
月
16
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

町
保
健
セ
ン
タ
ー

�
相
馬
社
会
保
険
事
務
所

（
�
�
５
１
７
３
）

・
新
地
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大

堀
宏
会
長
）
よ
り
４
２，

７
０

０
円
／
故
小
野
久
雄
さ
ん
の
ご

意
志
と
し
て
小
野
重
雄
さ
ん

（
小
川
）
よ
り
10
万
円

・
故
平
胞
雄
さ
ん
の
ご
意
志
と

し
て
平
豊
美
さ
ん
（
釣
師
）
よ

り
10
万
円
／
故
川
上
進
さ
ん
の

ご
意
志
と
し
て
川
上
高
夫
さ
ん

（
杉
目
）
よ
り
20
万
円

・
山
田
守
さ
ん（
藤
崎
）よ
り
５

万
円
／
平
豊
美
さ
ん（
釣
師
）
よ

り
５
万
円
／
小
野
重
雄
さ
ん
（
小

川
）よ
り
10
万
円
／
阿
部
富
雄
さ

ん（
小
川
）よ
り
10
万
円
／
川
上

高
夫
さ
ん
（
杉
目
）
よ
り
20
万

円
／
荒
寅
雄
さ
ん（
木
崎
）よ
り

中
国
菜
30
束
／
福
島
県
浜
通
り

郵
便
局
長
会
、
婦
人
会
よ
り
サ

ン
マ
１
０
０
匹
／
駒
ヶ
嶺
小
一

輪
車
ク
ラ
ブ
よ
り
ポ
プ
リ
25
個

・
駒
ヶ
嶺
小
一
輪
車
ク
ラ
ブ
18

人
よ
り
一
輪
車
演
技
／
特
養
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
33
回
69
人
／
Ｊ
Ａ

す
ず
ら
ん
１
回
４
人
／
レ
マ
ン
の

会
１
回
３
人
／
漁
協
婦
人
部
１

回
３
人
／
新
地
高
校
３
回
45
人

献 血

� 12月20日�
午前10時～午後４時

� 保健センター
�
保健センター
（��２０９６）
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◆

・ご飯　500㌘　・牛乳　１㍑
・鮭（タラ） 150㌘　・ベーコン 50㌘
・しいたけ 100㌘　・えのき 100㌘　
・ごぼう 50㌘　・バター ５㌘
・塩　小さじ1/2 ・みつば 少々

①ご飯は固まりをほぐしておく。
②鮭（タラ）は３㌢幅で１㌢厚に切る。
③ベーコンは１㌢に切る。しいたけは薄切り、えのき
は３等分に切る。
④ごぼうはなるべく薄いささがきに切り、水にさらしておく。
⑤土鍋にバターを入れ、②
③④を入れて中火で炒
め、塩で味付けをする。
⑥ご飯と牛乳を加え、ひと煮立
ちしたら器にもり、みつばを
のせてできあがり。

冷蔵庫の残り物で簡単にで
きます。具は、塩味をつけて
からご飯と牛乳を加えると
よりおいしく食べられます。

年賀状の季節がやってき
ました。アメリカでは、年賀
状を送る習慣はありません。
そのかわり、家族や友だちに
クリスマス・カードを送りま
す。クリスマス・カードは年
賀状にとても似ています。友
だちや家族に、その年はどん
な年だったかを知らせ、楽しいクリスマスとお正月を迎
えますようにと祈ります。クリスマス・カードを受け取
ったら、家の中に飾ってあるクリスマス・ツリーの近く
にカードを飾ります。
年賀状には、番号付きの「お年玉付き年賀はがき」

がありますが、クリスマス・カードにはありません。年
賀状はすべて同じ日１月１日に届きます。できれば、わ
たしとしては、この日は郵便局で働きたくないですね。
アメリカでは、クリスマス・カードは１１月下旬の感謝
祭後に送ります。そのため、家族や友だちは、１２月
２５日のクリスマスの前にカードを受け取ります。
わたしは日本に住んでいるので、日本の習慣を守って
います。アメリカにいるわたしの家族や友だちに、クリ
スマス・カードの代わりに年賀状を送ります。彼らにと
って日本の年賀状を受け取るのはおもしろいと思いま
す。
では、新地町のすべての人たちに
楽しいクリスマスと幸多き新年をお迎えください！

Ｄａｖｅ

（和訳編）

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
、
富
倉
地

区
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

昨
年
１
月
に
「
富
倉
か
ら
だ
を
動
か
す
会
（
目

黒
英
美
子
代
表
）」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

は
富
倉
地
区
の
女
性
25
人
で
、
毎
月
月
末
に
富

倉
公
会
堂
で
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
ダ
ン
ス
や
体

操
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

代
表
の
目
黒
英
美
子
さ
ん
は
、「
み
ん
な
で
集

ま
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
何
か
で

き
な
い
も
の
か
と
区
長
さ
ん
や
町
保
健
師
さ
ん

に
相
談
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
か
ら

だ
を
動
か
す
会
を
始
め
ま
し
た
。
毎
回
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
練
習
の
成
果
を
披
露
し
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
、
笑
顔
で
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

23点の応募があった、今年の「遊海しんち’02写真
コンテスト」
真っ青な海と白い砂浜、夜空を焦がした花火、そ
して祭りを楽しむ人たちのいきいきとした表情をと
らえた力作が多く集まりました。
入賞した作品は11月29日に開かれた遊海しんち’

02写真コンテスト表彰式で表彰されました。

「漁船パレード」

「白波けって」

プ
ー
さ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
大
好
き

で
、
い
つ
も
一
緒
で
す
。
野
菜
や
魚
が
好

き
で
元
気
い
っ
ぱ
い
。
明
る
い
子
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
に
乗
る
の
が
好
き
で
い
つ
も
大

は
し
ゃ
ぎ
で
す
。
家
で
は
歌
に
合
わ
せ
て

踊
る
活
発
な
子
で
す
。
元
気
に
の
び
の
び

と
育
っ
て
ネ
。

サークル紹介 富
倉
か
ら
だ
を
動
か
す
会



●人口／9,007人（－14人）
男／4,399人（－07人）
女／4,608人（－07人）

●世帯数／２,485世帯（－5世帯）
11月１日現在（ ）は前月比

●　固定資産税 第４期分

●　国民健康保険税 第５期分

２
０
０
２
年
12
月
５
日

N
o
.

３
７
８

再生紙使用

ち

き
ゅう
にやさし

い

Ｈ１４.12.５.�

◆
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
皆
さ
ん
は
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

新
し
く
な
っ
た
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
「
各
課
の
お
知
ら
せ
」
と
い
う
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
各
課
か
ら

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
こ
と
が
課

長
の
写
真
付
き
で
載
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
徐
々
に
情
報
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
◆
ま
た
、

役
場
駐
車
場
内
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
Ｊ
Ａ
そ
う

ま
・
ろ
う
き

ん
）
が
設
置

さ
れ
11
月
15

日
か
ら
利
用

可
能
と
な
り

ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
寺
）

県内市町村８５チームがタスキをつなぐ第１４回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が11月17
日、白河市の白河総合運動公園陸上競技場をスタート、福島県庁前をゴールとする１６区間、９
５．４キロのコースで行われました。当日は小春日和を感じさせる絶好のコンディションの中、
選手たちは沿道に集まった家族や多くの町民の声援を受けながら、晩秋の福島路を力走し、一昨
年の最高順位に並ぶ総合５５位（町の部３７位）５時間４４分４２秒でゴールしました。
選手の皆さんお疲れさまでした。また、早朝から応援に駆けつけてくださった多くの町民の皆

さん、選手に勇気を与えた熱いご声援ありがとうございました。

（住民基本台帳調べ）

�

▲第９中継所。９区石田温美選手から10区水
戸健文選手へタスキをつなぐ。

▲第３中継所手前で一人交わす、目黒康平選手。 ▲７区。沿道の多くの声援を受
けて力走する木村祐貴選手。

▲２大会連続でアンカーを努め
好成績を上げた寺島亨選手。


